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人 口 調 べ
( 昭和52年1 月1 日現在)
世 帯　202, 305
男　　313, 935

女　　305, 881

計　　619, 816

( 前月より276 人増)

よりよい仲間作りのために
あな たも ご参 加を

―グループ育成講習会など―

肖
少
年
の
健
全
育
成
の
一
環
と
し

て
、
教
育
委
員
会
で
は
、y
ル
ー
プ

育
成
講
習
会
。
1
6ミ
リ
映
写
機
技
術

誂
習
会
な
ど
を
次
の
よ
う
に
鬨
仙
し

友
す
嘖
崛
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
育
成

講
習
会

グ
ル
ー
プ
活
動
の
初
歩
か
ら
学
べ

る
楽
し
い
ク
ル
ー
プ
湧
習
会
に
あ
々

八
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ

ル
ー
フ
と
は
何
か
」
'「
レ
ク

リ
エ
ー
ジ

。ン

」
な
ど
に
つ
い
て
。

参
加
者
全
員
で
話
し
合
い
な
が
ら
の

騎
習
会
て
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。(
無
料
)

期
日
　
二
月
中
旬
九

万
末
日
ま
で

七
回
開
く
予
定

テ
ー
マ
　

新
し
い
伸
閧
づ
く
り
の
た

め
に

対
象
　
グ
ル
ー
プ
に
興
味
の
あ
る
方

お
よ
ぴ
区
内
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を

し
て
い
る
皆
さ
ん

場
所
　
区
宵
年
館

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
令

日
少

年
係1

6ミ
リ
映
写
機

技
術
講
習
会

日
時
　
二
月
卜
七
日
(
木
)
・
卜
(

冂
(
金
)
・
ニ
ト
日
(
月
)
・

一
十
二
日
(
火
)
・
ニ
ト
三
日
(
水
)

・
二
十
四
日
采
)
　
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
六
時
?
八
時

対
象
　
区
内
に
在
住
、在
勤
の
方
で

全
日
程
受
講
可
能
な
な
(
無
料
)

場
所
　
区
青
年
館

定
員
　
先
着
四
十
名

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
直
接
か
ま

と
は
電
話
で
教
育
委
貝
会
文
化
係

へ
。申
込
み
は
、二
月
七
口
(
月
)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
で
す

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

期
日
　
三
月
十
日
(
木
)
夜
出
発
～

三
月
十
三
日
(
日
)
夜
着
　
(
往

復
共
デ
ラ
ヴーク
ス
バ
ス
利
用
)

場
所
　
志
賀
躅
原
一
の
瀕
ス
キ
ー
場

会
費
　
二
万
千
五
百
円

定
員
　
百
ニ
ト
名

奉
(
y
ジ
テ
ス
ト
卆
実
施
し
ま
弌

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
ス

キ
ー
協
会
連
絡
所
(
千
住
宮
元
町

一
五
一
(
　
　
(
(
一
〒
七
七
(

儿
　
堀
内
方
)
ま
た
は
日
比
力
(

千
悟
了
七
五

　
(
(
一
〒

七
九
〇
〇
)

16ミリ映写機技術講習会風景

補
助
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

―
私
立
幼
稚
園
・
幼
稚
園
類
似
施
設
の
父
兄
ヘ―

私
立
幼
稚
園
お
よ
ぴ
幼
稚
園
類
似

施
設
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
区
で
は
補
助
金
を
年
二

回
に
分
け
て
支
給
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
。
昭
和
五
十
一
年
十
月～
昭
和

五
十
二
年
三
月
ま
で
の
六

か
月

分

(
後
期
分
)
で
す
。
該
当
す
る
父
兄

の
方
は
、
申
脯
を
お
忘
れ
な
く
。

ま
ぺ
前
期
分
(
昭
和
五
十
一
年

四
月
?
九
月
ま
で
)
申
漬
も
れ
の
父

兄
も
期
限
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

な
ね
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似
施
設

は
、
松
山
学
『

黒
田
学
園
、
永
昌

院
童
子
園
、
花
畑
団
地
幼
児
教
室
の

四
園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
父
兄

①
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以
降
咀

立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

②
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
頬
似

施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
年
月
日

の
幼
児
を
も
つ
父
兄

○
膺
五
歳
(
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
?
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
生
)

○
崗
四
歳
(
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
?
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
生
)

③
保
育
料
は
、
三
月
分
ま
で
完
納
し

て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額
と
支
給
時
期

①
五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
千
人

百
円

②
四
歳
児
-
-
-
人
に
つ
き
月
額
千
七
百
　

円
③
支
給
時
期
は
。
三
月
下
旬
の
予
定

受
付
期
限
　
三
月
十
日
(
木
)

※
な
お
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
補
助

金
を
今
回
の
受
付
期
限
ま
で
に
申
闥

し
な
い
と
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申

誚
し
乙
ヽ
く
だ
さ
い
・

申
請
の
方
法

①
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は

幼
稚
園
類
似
施
設
に
在
籍
す
る
圜

児
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
園
に

手
続
き
し
、
園
が
一
括
し
て
申
閉

す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
後
期
分
に
つ
い
て
は
す
で

に
園
か
ら
一
括
申
睛
済
み
で
す
。

②
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
私

立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類
似
施

殷
に
在
箱
す
る
園
児
の
保
護
`
‥

は
、
本
人
が
直
接
、
区
役
所
総
務
課

総
務
係
へ
申
鋪
し
て
く
だ
さ
い
。

(
郵
送
に
よ
る
申
謂
は
、
事
故
が

多
い
た
め
受
付
け
ま
せ
ん
)

直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に
必

要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
ゴ
ム
印
や
イ
ン
≒
'に
よ

る
も
の
は
不
可
)

▽
園
児
在
籍
賢
明
一
(

園
児
の
牛
年

月
日
の
F
一
入
が
あ
る
も
の
)

▽
保
育
料
納
入
済
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
(
補
助
金
豐
一
百
分
ま
で
支

給
し
ま
す
の
で
、
保
育
料
も
三
月

分
ま
で
納
入
し
た
も
の
が
必
要
で

す
)

・'
V銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
を

確
認
で
き
る
預
金
通
帳
等
(
支
給

は
、
銀
行
振
込
み
に
よ
り
行
な
い

ま
す
)

そ

の

他

の
住
所
を
移
転
し
た
方
は
、
そ
の
区

に
住
ん
で
い
た
月
分
(
住
民
政
録

し
て
い
た
期
間
)

气

そ
れ
ぞ
れ

の
区
市
町
村
に
申
誦
し
て
く
だ
さ

い
。

②
申
萌
書
類
は
、
区
役
所
総

務
係
(

四
階
)
ま
た
は
幼
稚
園
に
噸
え

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
総
務
係

民
家
防
音
工
事
の

補
助
を
し
ま
す

―
環
七
道
路
沿
線
の
方
ヘ―

環
七
道
略
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方

に
民
家
防
狸
工
嘔
の
補
助
を
し
ま
す

の
で
該
当
す
ろ
方
は
申
鬲
し
て
く
だ

さ
い
。

工
事
内
容
　
環
七
道
路
の
自
助
車
騒

盲
に
よ
る
障
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
部
屋
の
改
造
と
空
調
設
噺
等
ふ・

行
な
う

対
象
と
な
る
区
間
　
環
七
道
路
の
う

ち
。
第
一
京
浜
固
道
と
の
交
差
点～

水
戸
街
道
と
の
交
差
点
ま
で

対
象
の
方
　
木
造
の
建
物
(
専
用
・

併
用
住
宅
)
で
、
敷
地
が
環
七
道

略
に
沿
っ
た
最
前
列
の
家
屋
に
住

ん
で
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る

世
帯
(
た
だ
し
、
H
の
方
が
優
先
、

鶚
序
で
す
)

H
ね
た
き
り
老
人
(
老
人
福
祉
手

当
受
給
者
)
の
い
る
世
帯
お
k
ぴ

心
身
障
害
者
(
国
、
都
、
区
の
支

給
す
る
手
当
受
給
昔
)
の
い
る
匿

帯口
現
在
の
場
所
に
十
年
以
上
居
住

し
、
所
得
が
都
の
定
め
る
基
準
隔

ぺ
は
帯
で
五
巨
こ
し万
円
)
以
下

の
世
帯

補
助
の
範
囲
　
原
則
と
し
て
宀
あ

た
り
一
室
(
た
だ
し
、
三
職
未
滴

児
。
六
よ

皿
歳
以
上
の
老
人
、
心

身
障
害
者
を
含
む
五
人
以
上
の
世

帯
は
二
室
以
内
)
の
工
事
費
の
全

順
。
た
だ
し
。
工
事
後
の
維
持
管

理
費
は
自
己
負
担
。

受
付
期
間
　
二
月
冐
(
火
)
?
二

月
卜
二
日
(
土
)

申
請
受
付
場
所
　
区
役
所
公
害
課
(

都
が
配
布
し
た
申
蹐
睿
を
提
出
)

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
公
害
課
ま

た
は
都
公
害
局
規
制
部

管
理

課
(

　
ニ

ー
四
一
七
四
コ
)

―
道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
―

道
路
占
用
の

手
続
き
を

通
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
む
や
み
に

商
品
を
置
い
た
り
、
看
板
を
出
し
た

り
、
ま
た
道
路
で
車
の
修
理
や
荷
づ

く
り
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
を
通
行
以
外
の
目
的
に
便
用

す
る
と
き
は
、
許
可
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
弌

ま
た
看
板
や
日
除
け

な
ど
を
つ
き
出
し
て
設
置
す
る
場
合

も
許
可
が
必
要
で
す
。

都
道
や
区
遒
で
こ
の
許
可
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
占
用
許
可
刀
手
続

き
を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
次
刀
と
こ
ろ
へ

ど・つ
ぞ
。

◎
都
道
の
場
合
…
占
貨
ブ
刻
1
1
1

所
(
千
住
東
一
丁
一
〇
j
一
〇
-

一
〇
一
　
営
(
(

二
上

一
五
一
)

◎
区
道
の
場
合
…
・
X
役
所
三
階
土
木

部
占
用
係

犬の登録と
予防注射を

狂
犬
病
予
防
法

に
よ
り
、
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、

犬
の
登
録
(
毎
年

一
回
)
七
予
防
注

射
(
毎
年
春
と
秋

に
一
回
ず
つ
)
そ

行
な
わ
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
方
7

登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
方
は
、

巨
に急
に
手
続
き
そ
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
ま
た
は
失

踪
し
て
、
現
在
飼
っ
て
い
な
い
場
合

は
区
役
所
ま
た
は
区
出
張
所
で
廃
犬

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
覡

登
録
、
予
防
注
射
な
ど
の

手
続
き
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
登
録
…
区
役
所
衛
生
係
ま
た
は
お

近
く
の
区
出
張
所
へ
(
手
歓
料
・・・

三
百
円
)

◎
予
防
注
射
…
最
寄
り
の
開
靄
獣
医

師
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

『
◎
済
票
交
付
…
保
健
所
で
受
け
て
く

だ
さ
い
(
手
数
料
六
十
円

。
注
射

済
証
明
書
を
持
参
の
こ
と
)

問
い
合
わ
せ
先
　

お
近
く
力
保
健
所

ま
た
は
区
役
所
衛
生
係

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

―
家
事
援
助
者
の
派
遣
な
ど
―

家
事
援
助
者
を
派
遣

―
心
身
障
害
者
の
方
ヘ
―

心
身
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭
に
、

区
内
の
家
政
切
紹
介
所
か
ら
家
事
援

助
者
を
派
遣
し
て
、身
の
回
り
の
お

世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
　
-
⊇
重
度
の
梢
神

膊
弱
ま
た
は
二
級
以
上
の
身
体
障

害
者
が
い
て

、
日
常
の
生
活
に
介

護
を
必
要
と
す
る
世
帯
　
口
中
度

以
上
の
精
神
薄
弱
あ
る
い
は
二
級

以
上
の
身
体
陣
害
を
有
す
る
方

、

ま
た
は
そ
の
方
を
介
護
す
る
家
族

が
一
時
的
な
疾
病
な
ど
で
日
常
生

活
が
語
し
く
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
愀

帯
※
た
だ
し
、す
で
に
福
祉
事
務
所
か

ら
家
庭
奉
仕
貝
が
派
遣
さ
れ
て
い
ろ

世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

内
容
　
食
事
、洗
澑
、掃
除
、身
の

回
り
の
お
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の
　
診
断
書
(
介

護
者
ま
た
は
障
害
者
の
病
状
が
わ

か
る
も
の
)
、身
障
手
帳
ま
た
は

愛
の
手
帳
、印
か
ん

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
旛

漫
係事

業
所
見
学
に

ご
参
加
を

心
身
障
害
者
、
高
齢
者
の
方
で
、

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
事
業

所
慝
学
会
(
無
料

。
昼
食
付
)
を
鬨

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　

它

亘

言
(

木
)
:

心
身

障
害
者
少
方
　
○
三
月
四
日
(
金
)

…
高
齢
昔
の
方

集
合
場
所
　
両
日
と
も
午
前
九
時
三

丿
分
ま
で
に
区
役
所
前
集
合

定
員
　
心
身
障
害
者
の
方
・・・
三
十
名

高
齢
者
の
方
・・一
五
ヤ
名
(

い
ず
れ

も
定
貝
に
な
り
次
第
締
切
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援

護
係
ま
た
は
足
立
公
共
職
業
安
定

所
(
千
住
河
原
町
丘
　
　
(
(

二

―
匸
一
(
七
)

振
込
み
ま
す

―
児
童
(
育
成
)
手
当
金
―

昭
和
五
十
二
年
二
月
期
の
支
払
分
(

昭
和
五
十
一
年
十
月
か
ら
昭
和
五

十
二
年
一
月
分
ま
で
)
の
児
童
(
育

成
)
手
当
金
を
。
二
月
十
二
日
に
あ

な
た
の
指
定
し
た
金
融
機
関
に
振
込

み
ま
す
の
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

く
わ
し
く
は
、区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

愛
の
献
血
を

〈二
月
の
献
血
日
程
>

十
七
日
(
木
)
本
木
小
学
校

二
十

盲
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
四
日
(
木
)
中
川
小
学
校

二
十
(
日
(
月
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
十

時
～
午
憮
二
時
ま
で
で
す
。

掲
示
板

■

教

育

委

員

会

事

務

局

が

移

転

2
月
2
8
日
か
ら
区
役
所
七
階
へ

現
在

、
和
光
ビ
ル
(
千
住
仲
町
五

七
)
で
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
教
育

委
員
会
事
務
局
は

、
二
月
二
十
八
日

(
月
)
か
ら
区
役
所
本
庁
舎
(
七
階
)

に
移
転
し
ま
す
。

七
階
に
移
転
す
る
教
育
委
員
会
事

務
局
の
各
課
は
次
の
と
お
り
で
す
。O

教
育
委
員
会
室
。
教
育
長
室

。
庶

務
課
、
施
設
課
、
学
務
課
、
社
会

教
育
課
。
体
育
課
、
指
導
室

■

競

争

入

札

―
参
加
願
い
の
受
付
―

昭
和
五
十
二
、
五
十
三
年
度
に
お

け
る
本
区
の
建
峻
工
事
等
の
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

に
よ
り
所
定
の
様
式
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
三
月
一
日
(
火
)
エ

ー

月
二
十
五
日
(
金
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
1
分
?
午
　

後
四
時
(
た
だ
し
、正
午
?
午
後
　

一
時
ま
で
は
除
く
。
な
お
。
土
昭

日
は
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
)

※
ぼ
内
業
者
の
方
に
は
ご
二
月
五
日

(
土
)
午
後
一
時
圭
二
時
ま
で
相
談

と
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

所
定
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様

式
(
東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経
　

理
課
(
工
事
関
係
・
・
・
内
線
二
四
七
　
?

(

物
品
関
係
…
二
四
九
)

■

経

済

講

演

会

日
時
　

二
月
十
七
日
(
木
)
午
後
二
時

場
所
　
区
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　

今
年
の
景
気
と
中
小
企
輩

経
常

購
師
　
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
局
麕

業
第
一
部
次
長
兼
中
小
企
業
課
ヰ

・
坂
東
輝
夫
氏

聴
講
料
　
無
料

主
催
　
足
立
区
・
日
本
経
済
新
M
一
`

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
商
工
係

■

補

助

教

員

を

募

集

都
教
育
委
貝
会
で
は
、
公
立
学
`

の
女
子
教
員
が
育
児
休
業
、
ま
た
J

産
休
を
と
っ
た
場
合
、
そ
の
補
助
ふ

し
て
勤
務
す
る
臨
時
的
任
用
教
艮
`

募
集
し
ま
す
。

。
応
募
資
格
　
・
:
欧
晩
丗
通
`

許
状
甬
有
者
で
公
立
学
校
躬
判
と

し
て
一
年
以
上
の
経
験
者
で

、
四

月
一
日
現
在
年
齢
鴫
六
十
五
歳
未

膺
の
方
　
○
養
護
教
諭
…
養
護
教

諭
普
通
免
許
状
所
有
者

願
書
受
付
期
間
　
二
月
十
四
日
(
月
)
?

二
月
十
九
日
(
土
)

出
願
場
所
　
都
教
育
庁
検
定
課

問
い
合
わ
せ
先
　
区
教
育
委
員
会
疳

導
室
ま
た
は
都
教
育
庁

検
定

課
(

　
二

匸
〒

五
一
一
一
　
内
線

三
四
二
二
)

二
月
の
安
売
り
デ
ー

肉
…
十
二
日
・
二
十
六
日
(
土
)

水
産
物
…
十
(
日
(
金
)

青
果
物
…
十
六
日
(
水
)

■

登
録
を
忘
れ
ず
に

―
米
飯
提
供
業
者
の
方
ヘ
―

米
飯
提
供
業
者
(
一
般
食
堂
・
す

し
屋
・
そ
ば
屋
・
中
華
料
理
・
給
食

セ
ン
タ
ー
・
仕
出
し
屋
等
)
と
し
て

営
業
す
る
た
め
に
は
、食
杜
管
理
法

に
基
く
登
録
か
必
要
で
す
。

現
在
登
録
を
受
け
て
い
る
方
で
、

登
録
有
効
期
限
が
昭
和
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
方
は
次
に
よ
り

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
二
月
二
十
一
日
(
月
)
　
～

二
月
二
十
六
日
(
土
)

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん
、保
健
所
　

の
営
業
肝
可
証
、
旧
登
録
票

手
数
料
　
四
百
五
十
円

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ほ
役
所
一

階
消
費
生
活
係

昭
和
五
十
二
年
度
の

区
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
中
!

く
わ
し
く
は
、
広
報

課
へ
ど
う
ぞ
。

■

出
張
母

親
学
級

保
健
所
か
ら
遠
く
に
お
住
ま
い
の

妊
婦
の
方
を
対
象
に
。
出
張
母
親
学

級
(
無
料
)
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
二
月
十
日
・
十
七
日
(
木
)
　

午
倹
一
時
三
十
分
?
四
時

場
所
　
区
青
年
館

奈
母
子
手
帳
。筆
記
用
具
を
ご
持
忿

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
所

(
四
〇
-
五
一
四
一

■ 区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011



昭 和52 年2 月5 日 区 の お 知 ら せ 第410号( 2)

申告をお願いします 住民税
所得税

提 出 期 限 は3 月15 日

ことしも個人住民 税・所 得税の申告時 期が近 づいてきました。 個人住民

税は、区 が税 額を計算して、その税額をみなさんに通知 し、 それによって

納税 していただく制度です。また、所得税は住民税 と違い、申告 と同時に

納付する申告 納 付 制 度です。みなさんが正しい申告をされるこ とに よっ

て適正な課税 がなされますO お早目に申告されるようお願いし ます。

あなたは

申告が必要です

申告が必要な方
○ 前年中に所得があ った方 で、52年1 月1 日

現在足立区内に 住んでいた方

O 足立区内に事務所や 事業所、家屋 敷を有し

足立区外に住んでい る方

申告をしなくてもよい方
1。 所得税の確定申告をする方
2. 前年中の所得が給与所得だ
けで、勤務先から区へ給与支

払報告書が出された方
3. 前年中の合計所得が( 控除
対象配偶者と扶養人数の計に1 を加えた数

× 15万円) 以下の方
ただし、所得のなか った方、 または3

に該当する方で、 申告書の届い ている方

は、非課税証明書発行な どの基礎 資料と

なりますので、申告書 の裏面に 記載( 所

得のなかった方は生 活費の入手先 等) し

て提 出してください。

申告書の提出期限
提出期限は3 月15日です。期限まぎわは、
大変混み合いますから、お問い合わせは、お

早目にお願いします。

申告書の提出場所
区役所、第二庁舎、またはもよりの出張所

へ奨出してください。
なお、みなさんの便宜をはか

るため、次のとおり、課税課職
員が出張受付を行な い ます の

で、ご利用ください。
O3月10日( 木) 11日( 金) O場所…常東出
張所、第3出張所～第12出張所

○ 3月12日( 土) 14日( 月) O場所…第13出
張所～第20出張所、東綾瀬出張所、東栗原出
張所、鹿浜出張所、花畑出張所

時間は、12日( 土) を除き午前9時～午後
4時。12日は午前9畤～正午。

くわしくは、区役所課税課へ

住 民 税 とは

都や区は、 みなさ んの日常生 活に関係の深

い警 寮・消防・ ごみ・ 教育・公園 の整備な ど

の仕 事を行な い、生活 の安定 と向上 に必要な

役割 をにな ってい ます。 この ような仕事に必

要な経 費を まかなうため に、 都や区 がその住

民に 負担を求 める地方税 で、最 も主 要な個人

住民 税には、都民税と特 別区 民税 があり ます。

個人 住民税は、 税金を 負担す る能力のあ る

大は すべて均 等の税額に よ って納 税する均等

割 と、その人 の所得金額 に応じて 納税する所

得割 の二つから できてい ます。均 等割額は都

民税 が300 円、区 民税が1, 700 円、 計2, 000

円で す。

所得割額な どの算式は 次のとおり です。

個人住民税の計算の仕方
個人住民税の年税額=特別区民税所得割額+
都民税所得割額十均等割額( 2, 000円)
特別区民税所得割額= 課税標準額× 区民税税

率( 課税 標準額に より 異なる累進税 率) 一税|

額控除1

都民税所 得割額= 課税 標準額× 都 民 税 税 率i 　(

課税標 準額により 異な; 5 累進税 率) 一税額 丿

控除1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・課税標 準額= 所得金額( 収 入金額 一必要経費i

・事業専 従者 給与額) 一所得控除 額j

○ 所得割額 の出し方

別掲の速 算表( 課税標 準額× 税 率一速算控

除額) に より計算して ください。特 別区民税

所得割額 と都民税所得割 額とは 別々に計算し

ます。

〔例〕課税 標準額が40 万円の場合

400, 000円× 3/ 100- 3, 000円=9, 000円… …特

別区民税所 得割 額

400, 000 円 × 2/ 100=8, 000 円… … 都民税所得

割 額

○ 税額控除

所得割額から 控除され るもので, 51 年 中に

配当所得があ った場合に 控除され ます。

控除額は… …

特別区民 税分… … 自己当 所得金額 の2. 0%

都民税分… … … …配当所得金額の0. 8%　

ただし、課税総所得金額、課税長期　

( 短期) 譲渡所得金額の合計額が1, 000

万円を 超える部分の配 当所得金額 につ い

ては、 この率のそ れぞ れ半分で す。

○ 所得 控除

次の種類があり、これに 該当す る場合は、

所得金 額から差し引くことが でき ます。

1. 雑 損控除 … … ( 損害金額 一保険金 などで

うめら れた金額) - ( 所得 金額× 1/ 10)

2. 医療費 控除 … ( 支払 った医康・医 薬費の

総額 一保 険金でうめられ た金 額) - ( 所 得

金額× 5/ 100) 　 ※ 所得金額× 5/ 100 が5 万

円を 超える場合は5 万円 とする。※ 控 除額

の最 高限度 は200 万円です。 ※ 領収 書の添

付が 必要です。

3. 社会保険料控除… 51年中に支払った金額

4. 小規模企業共済等掛金控除… 51年中に支　

払 った金 額

5. 生 命保 険料控除 … 51年中に支 払った保険

料が

( 1) 15, 000 円以下 … 全額
図15, 001円～40, 000円…安払っl 保険料　　　

十7, 500 円

閙40, 001円～70, 000円‥ 。支払っl 保険料　　　

十17, 500 円

㈲70, 000 円超… 35, 000 円

※ 年額保 険料が9, 000 円以上 のものは証明

書が必 要です。

6. 障害者 控除… 16万 円( 特別障 害者は19万

円)

7. 老年者 控除 … 16万 円

8. 寡( か) 婦 控除 … 16 万円

9. 勤 労学 生控除… 16 万円

10. 配偶者 控除 … 19万 円

11. 扶養 控除 …

( 1) 配偶者がいる場合～1人目から17万円　

( 2) 配偶者がいない場合～1人目19万円

2人目から17万円　

閾老人扶養親族～汐万円

12. 基礎控除 … 19万円

所 得 割 額 速 算 表

所 得 税

確定申告はお早めに
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税 務 署 で は

、 2

月 1 6 日 ( 水 ) か ら 申 告 相 談

に 応 じ て い ま す

。

お 気 軽 に お い で く だ さ い

。

申告が必要な方
1. 事業所得や不動産所得などがある方
○ 一般の方の場合
51年の各種の所得金額の合計額から配偶者

控除、扶養控除、基礎控除その他の所得控際
を差引き、その金額を基として算出した税額
が配当控除額より多い方
○ みなし法人課税の選択をしている方の場

合
51年分についてみなし法人課税の選択をし
ている方( 税額がないときでも申告が必要)
2. 給与所得がある方

次のいずれかにあたる方は申 告が 必 要で
す.
○ 51年の給与の収入金額が1, 000 万円をこ

える方
○ 給与を1 か所から受けている方で、給与
所得や退職所得以外の各種の所得金額の合計
額が20万円をこえる方

○ 給与を2 か所以上から受けている方で、
年末調整をされなかった給与の収入金額と給
与所得や退職所得以外の各種の所得金額との
合計額が20万円をこえる方

○ 同族会社の役員やその親族などで、その
法人から給与のほかに、貸付金の利予、店舗・

工場などの賃貸料、機械・器具の使用料など
の支払を受けている方

3. 資産所得の合算課税を受ける方
上の1 、2 にあてはまらない方でも、資産
所得について合算課税の適用を受ける方

譲渡所得の申告
譲渡所得があると見込まれる方には、確定
申告書( 分離課税用) と「譲渡内容について
のお尋ね」を同封してあります。

このF お尋ね」は、後目、譲渡所得の計算

内容などについてご照会し、またはご説明を
いただく手数を省きたいためのも の です か

ら、関係事項を記入して確定申告書に必ず添
付して提出してください。
譲渡所得の申告手続きについて、税務署に

ご相談の希望のある方は、ご来署の際「お尋
ね」に関係事項をご記入のうえ、不動産充貿
契約書または、売渡しのわかる書類、売渡し
費用の領収書、光った物件の取得価額のわか

る書類とともにご持参ください。

国 税 ・地 方 税 の 共 同 説 明 会

所得税、住民税の申告書の書き方などにつ
いて、次の日程で説明会を開催します。

所 得 税 の 出 張 相 談

確定申告書の作成について、次の日程でご
相談に応じますのでご利用ください。なお申
告書の受付もします。

納 税証 明書 の 発 行

納税証明沓の交付を受けたい人は、3 月に
なると窓口が大変混雑しまずので、なるべく2
月中に請求してください。

セ
ン
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だ
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□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
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五
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火
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十
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習
会
-

十
九
日
(
土
)
午

筋

十
一
時
三
十
分
・・・
定
貝
六
十
名
、

会
費
三
千
五
百
円
　
▼
老
人
将
棋
大

会
一

三
月
五
日
(

土
)
午
前
九
時
・・・

定
員
三
十
五
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
―
四
六
六
一

▼
老
人
浪
曲
大
会
一

六
日
(
日
)
午

後
一
時
　
▼
児
童
編
み
細
エ
ー
十
二

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
▼
老

人
健
康
相
談
-
十
五
日
(
火
)
午
後

一
時
三
十
分
　
▼
老
人
指
圧
マ
ッ
サ

ー
ジ
上

一
十
三
日
(
水
)
午
前
九
時

三
十
分
・
=先
着
七
十
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
一
五
〇
一
六

▼
老
人
生
花
教
室
-
十
二
日
(
土
)
　

午
前
十
一
時
　
▼
児
童
ペ
ー
パ
ド
フ

ラ
ワ
ー
教
室
-

十
六
日
(
水
)
午
後

二
時
　
▼
老
人
指
圧
マ
・
サ
ー
ジ
ー

十
(
日
(
金
)
午
前
九
時
三
十
分
　

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
二
-
二
七
六
五

▼
老
人
と
職
員
の
懇
談
会
-
(
日
　

(
火
)
午
後
-
-
-
時
　
▼
老
人
踊
り
教

室
一
九
日
・
十
六
日
(
水
)
午
前
十

時
三
十
分
　
▼
お
茶
の
会
-
九
日
　

(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
▼
老
人

民
謡
教
室
-
十
日
・
十
七
日
(
木
)

午
後
一
時
　
▼
老
人
健
康
相
談
上
一

五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
1
-
分

□
西
伊
興
児
童
館

八
九
七
-
六
九
四
八

▼
節
分
お
た
の
し
み
会
!
五
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分
　
▼
節
分
映
画
会

上
(
囗
(
日
)
午
後
三
時
　
▼
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ー
十
二
日
(
土
)
午

後
三
時

□
本
木
東
児
重
館

八
四
九
1
Ξ
○
○
五

▼
子
ど
も
映
画
会
一
五
日
(
土
)
午

後
二
時
　
▼
卓
球
教
室
I

ト
二

日

(
土
)
午
後
二
時
　
▼
紙
ヒ
コ
ー
キ

を
作
ろ
う
I
十
九
日
(
土
)
午
後
二

時
=
・
定
員
二
十
名
　
▼
紙
芝
居
-
毎

週
火
曜
日
午
後
三
時
三
十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

九
一
二
―
二
四
ニ
ー

▼
老
人
か
る
た
会
一
六
日
(
日
)
午

前
十
時
　
▼
老
人
盆
栽
ク
ラ
プ
ー
(

日
(
火
)
午
前
十
時
▼
老
人
将
棋

大
会
-
二
十
七
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・

定
員
三
十
二
名
、申
込
み
は
十
二
日
　

(
土
)
か
ら

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館

八
八
二
-
一
二
一
八

▼
音
楽
教
室
一

六
日
・
十
三
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分
　
▼
老
人
演
芸
大

会
一
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

▼
工
作
教
室
-
十
三
日
(
日
)

午
前

十
時
・
十
七
日
(

木
)
午
後
二
時

▼
子
ど
も
映
画
大
会
-

十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

□
い
り
や
児
一
朗
・
老
人
朗

八
五
五
-
一
〇
五
〇

▼
子
ど
も
映
画
会
⊥
(
日
(
日
)
に

後
一
時
三
十
分

▼
老
人
詩
吟
ク
弓

ブ
ー
(
日
・
二
十
二
日
(
火
)
午
ル

一
時

▼
老
人
将
棋
大
会
1
十
二
R

(
土
)
午
前
十
時
:
―定
員
三
十
名
、

申
込
み
は
五
日
(

土
)
か
ら

□
教
育
セ
ン
タ
ー八

五
〇
一
八
八
〇
一

▼
七
宝
焼
教
室
一
二
月
十
七
日
圭
こ

月
十
七
日
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時
…

先
着
三
十
名
、教
材
費
約
三
千
円
、

申
込
み
は
七
日
(
月
)
か
ら
▼
手

芸
教
室
一
二
月
二
十
三
日
上
二
月
二

十
三
日
毎
週
水
曜
日
午
後
二
時
…
先

蓍
三
十
名
、教
材
費
約
三
千
円
、申

込
み
は
七
日
(
月
)
か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
1
二
六
一
七

▼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
五
日
(

土
)

午
後
二
時

▼
立
体
凧
作
り
上
(
日

(
日
)
午
前
十
時

▼
親
子
コ
ー
ラ

ス
ー
十
日
(
木
)
午
後
三
時

▼
お

か
し
作
り
1
十
五
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
!
教
材
費
二
百
円

、
定
員

二
十
名

▼
粘
土
の
箱
作
り
一
十
九

日
(
土
)
午
後
二
時

▼
押
絵
の
お

ひ
な
さ
ま
作
り
I

二
十
四
日
(
木
)

午
後
二
時
・
=材
料
費
八
百
円

〔
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各

施
般
の
事
務
所
へ
〕

<
教
材
費
の
明
記
し
て
い
な
い
教
室

は
無
料
で
す
>

■
個
人
事
業
税
の
申
告
受
付
期
間
は

二
月
十
六
日
～
三
月
十
五
日

■ 20歳になったら国民年金に加入しましょう。くわしくは、区役所国民年金課へ ■ タ バ コ は 区 内 で 買 い ま し ょ う N・O　216, 000


